
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

  

 ホリスティック医学を学ぶ際の基盤となるのが、ボディ

－マインド－スピリットという３つの有機的な関係性です。 

              現在の医療では、「薬」の位置

づけは大変大きなものとなって

います。物質的・分析的な見方

を中心とする現代の医療におい

て、その中心を担ってきた「薬・

薬学」をホリスティックな方向に 

転換することを目指す、この画期的な「ホリスティック 

薬学試論」講座にぜひご参加ください！ 

 

 

 

★zoom受講・録画配信受講対応講座★ 

■受講料： ４回 17,600円（税込） 

■講師：・林真一郎/薬剤師・臨床検査技師 東邦大学薬学部客員講

師 グリーンフラスコ代表 著書に「臨床で活かせるアロマ＆ハーブ療法」

南山堂 「高齢者介護に役立つハーブとアロマ」東京堂出版など多数 

・石丸沙織/薬剤師・公衆衛生学修士 ITECアロマセラピスト 東京、英

国、香港を経て 2011 年より奄美大島在住 翻訳本に「フィンランド発ヘン

リエッタの実践ハーブ療法」フレグランスジャーナル社 

・ミハエラ・シェルブレア/ブカレスト大学医学部卒 国費留学生で来日 

名古屋大学、神戸 WHOセンター、国連大学で伝統医療や先端医療に

まつわる生命倫理を研究 ホメオパシーやジェモセラピーの普及に従事 

・降矢英成/医師・赤坂溜池クリニック院長 日本ホリスティック医学協会

常任理事 医療従事者・セラピストによるホリスティック医学ネットワーク構

築に取り組んでいる 著書『ホリスティック医学入門』農文協 

■日程：７/14、８/１1、９/８、10/13（水）19:15～21:15 

        ＜講座内容の紹介＞ 

○第 1回（７／14） 

「ホリスティックなクスリのあり方」 林真一郎 

○第 2回（８／11） 

「ハーブ療法の役割 ～社会との関連から」 石丸沙織 

○第 3回（９／８） 

「ホリスティック薬学の真の目標」 ミハエラ・シェルブレア 

○第 4回（10／13） 

「ホリスティック医学ネットワークにおける薬学の意義」 

降矢英成、林真一郎 

 

＊会場：ホリスティックヘルス情報室セミナー室 

 （地下鉄「溜池山王」駅 9番出口徒歩 2分） 

 

◎申し込み方法 

「ホリスティック薬学試論」講座申込みとして、下記の

項目をメールまたはファックスでお送りいただき、お振 

込み下さい。振込みをもって正式受付となります。 

① 講座名②日程③氏名（ふりがな）④住所⑤連絡 

先（当日つながる電話番号）⑥メールアドレス⑦来場受

講・zoom受講・録画配信受講からお選び下さい。 

■ 主催・お問い合わせ： （有）ホリスティックヘルス情報室   

   E メール： hic@a7.rimnet.ne.jp    FAX: 03-5572-8219    

   URL： http://holistichealthinfo.web.fc2.com/index.html 

◎ お振込先 

 三菱ＵＦＪ銀行虎ノ門中央支店 普通５８３２９５０ （有）ホリスティックヘルス情報室 

「ホリスティック薬学試論」連続講座 

＜ゲスト・スピーカーズ・レクチャー＞ 

薬を物質・成分を超えた視点でとら

える「ホリスティック薬学」とは！ 

ホリスティックヘルス情報室（赤坂溜池クリニック付属） 

 

＜各回のテーマ・内容＞ 

○第 1回： はじめにクスリの歴史や心と体に変化をもたらすク

スリのメカニズム、クスリの効き目にダイレクトに影響を与えるプ

ラシーボについて解説し、心と体、魂にホリスティックに作用する

クスリのあり方について考察します。  

○第 2回： ホリスティック薬学を「私たちの健康と社会の関係」

において模索します。ハーブ療法などの役割について「アクセシ

ビリティ」をキーワードに難民支援や農福連携など国内外のケー

ススタディを挙げて考察します。  

○第３回： 真にホリスティックな医療を実践するうえで必要とな

る視点を「生命力」や「環境」、「観察」などのキーワードから考察

します。ホリスティック薬学の目標は症状の改善に留まらず人生

のミッションに気づき旅を歩むことにあります。  

○第４回： 第１回から第３回までの流れを踏まえたうえで現代

薬学を超えたホリスティック薬学の視点やアプローチを検討し、

ホリスティック医学やホリスティック看護学、ホリスティック心理学

などとの連携を模索します。 


